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会
津
坂
下
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
冬
期
間
の
子
ど
も
達
の
安
全
な
通

行
を
確
保
す
る
た
め
、
各
協
力
団
体
と
と

も
に
、
通
学
路
な
ど
の
除
雪
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
12
月
15
日
、「
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
題
し
て
講
演
会

が
開
か
れ
、
他
地
域
の
先
進
事
例
を
学
ぶ

こ
と
で
、
今
後
の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
「
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ

い
て
改
め
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
20
日
に
は
「
小
型
除
雪
機
安
全
講
習
会
」

が
行
わ
れ
、
便
利
な
反
面
、
危
険
を
伴
う

機
械
の
使
用
に
つ
い
て
、
参
加
者
は
真
剣

に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
「
愛
の
ヒ
ト
掻
き

運
動
」
と
し
て
、
通
学
路
の
バ
ス
停
に
ピ

ン
ク
色
の
ス
コ
ッ
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
ど
な
た
で
も
、
こ
の
ス
コ
ッ
プ

を
バ
ス
停
や
待
合
所
の
除
雪
に
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ
る
方

は
会
津
坂
下
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
84
―

２
１
３
５

スノーパトロールを実施しています

駒澤大学に関する図書の寄贈がありました
　
12
月
16
日
、
駒
澤
大
学
陸
上
競
技
部

の
大
八
木
弘
明
監
督
が
出
版
さ
れ
た
書

籍
を
、
梨
子
本
傑
さ
ん
（
坂
下
会
工

会
）、
小
野
哲
さ
ん
（
会
高
同
窓
会
坂

下
支
部
）、
蓮
沼
文
明
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
バ
ン
ビ
ィ
）
が

寄
贈
し
ま
し
た
。

　
大
八
木
監
督
は
、
平
成
23
年
か
ら
５

年
間
、
町
の
「
い
に
し
え
街
道
」
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
特
別
招
待
選
手
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
際
歓
迎
会
を

右
記
三
団
体
が
主
催
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
し
た
梨
子
本
さ
ん
は
、「
大
八

木
監
督
自
身
の
駅
伝
人
生
か
ら
子
ど
も

達
へ
こ
の
図
書
を
通
じ
て
人
生
の
生
き

方
な
ど
を
学
び
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

書籍名：『駅伝・駒澤

大はなぜ、あの声で

スイッチが入るのか』

　
初
市
も
快
晴
の
中
多
く
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
穏
や
か
な
新

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、１
月
か
ら
広
瀬
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
旧
広
瀬
小
へ

移
転
し
、
坂
下
南
幼
稚
園
の
新
園

舎
で
の
生
活
が
は
じ
ま
る
な
ど
、

新
た
な
気
持
ち
で
平
成
28
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
広
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
機
能
の
他
に
、
文
化
財
の
展

示
室
や
陶
芸
室
を
整
備
し
、
生
涯

学
習
や
世
代
間
交
流
な
ど
、
多
く

の
町
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

28
年
度
中
に
は
、
旧
金
上
小
学
校

を
子
育
て
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
地
域
づ
く
り
や
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
子
育

て
支
援
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

で
あ
り
ま
す
。
町
の
様
々
な
場
所

で
町
民
の
み
な
さ
ん
や
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
く

る
、
そ
ん
な
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

齋藤町長の
活気あふれるまちづくり

TOWN TOPICS

陽だまりの会　様　
現金２６, ５３２円寄付

　
12
月
16
日
、
陽
だ
ま
り
の
会
の
酒

井
紀
子
さ
ん
（
写
真
右
）、
唐
司
美

子
さ
ん
（
写
真
左
）
が
来
庁
さ
れ
、

現
金
２
６
５
３
２
円
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
陽
だ
ま
り
の
会
は
、
芳
柳
流
の
日

本
舞
踊
の
練
習
・
発
表
を
主
と
し
て

活
動
し
て
お
り
、
今
回
の
寄
付
金
は
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
発
表
会
の

際
に
来
場
者
か
ら
募
っ
た
も
の
で
す
。

　
会
長
の
酒
井
さ
ん
は
、「
町
の
さ

ら
な
る
文
化
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
意
欲
的
に
活
動
し

て
い
き
た
い
で
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。
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まちの話題

ばんげ保育所　お楽しみ会
　
12
月
22
日
、
ば
ん
げ
保
育
所
で
お
楽

し
み
会
が
行
わ
れ
、
３
歳
児
に
よ
る

「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」

の
元
気
な
歌
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
ま

た
、
先
生
た
ち
に
よ
る
演
劇
「
大
き
な

カ
ブ
～
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
～
」

が
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
達
も
加
わ
っ
て

大
き
な
カ
ブ
を
引
き
抜
く
と
、
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
現
れ
て
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
会
の
最
後
に
は
サ
ン
タ
さ

ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、
嬉

し
そ
う
な
笑
顔
が
溢
れ
る
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
12
月
24
日
、
樋
惠
子
さ
ん
が
会

津
地
区
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協

議
会
長
表
彰
の
報
告
に
町
役
場
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
樋
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か
ら
町

の
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活

動
し
て
お
り
、
現
在
は
食
生
活
改

善
推
進
員
会
（
メ
ロ
ン
の
会
）
の

副
会
長
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
推
進
員
の
活
動
に
つ
い
て
樋
さ

ん
は
、「
元
々
食
に
興
味
が
あ
り

始
め
た
こ
と
で
し
た
が
、
家
庭
の

食
事
に
も
気
を
使
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
内
外
に
健
康
的

な
食
事
を
広
め
て
い
け
る
よ
う
活

動
し
て
い
き
ま
す
。」
と
述
べ
ま

し
た
。

樋
とい
惠
けい こ
子さん（上開津）

会津地区食生活改善推進連絡協議会長表彰

阿賀の竹歌謡唄舞会　様
現金３万円寄付

　
12
月
25
日
、
阿
賀
の
竹
歌
謡
唄
舞

会
の
会
員
４
名
が
来
庁
さ
れ
、
現
金

３
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
付
金
は
、
大
江
戸
温
泉

で
開
催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
「
紅
白
唄
舞
対
抗
歌
合
戦
」
で
集

め
ら
れ
た
お
金
と
、
一
年
間
の
会
費

の
一
部
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
震
災

直
後
に
も
率
先
し
て
慰
問
活
動
な
ど

を
行
い
、
心
の
復
興
に
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。

　
会
長
の
渡
部
卿
一
さ
ん
（
写
真
右
）

は
、「
町
の
社
会
福
祉
充
実
の
た
め

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

人権作文コンテスト福島県大会
優秀賞　受賞　上

うえの
野夢

ゆめ か
叶さん（坂下中学校）

　
12
月
21
日
、
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
福
島
県
大
会
優
秀
賞
報
告
の
た
め
、

坂
下
中
学
校
３
年
の
上
野
夢
叶
さ
ん

が
瓜
生
校
長
と
小
池
人
権
擁
護
委
員

会
長
と
と
も
に
町
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
受
賞
作
品
名
は
「
ひ
い
じ
い
ち
ゃ

ん
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」
で
、
戦

争
体
験
談
を
通
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ

と
残
酷
さ
、
平
和
の
大
切
さ
と
命
の

大
事
さ
を
訴
え
た
作
文
で
す
。

　
上
野
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
戦

争
に
よ
る
人
権
侵
害
や
他
人
を
傷
つ

け
る
行
動
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
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ブラジルちびっこ使節団が来日しました
　
以
前
よ
り
交
流
を
も
っ
て
い
た
ブ
ラ

ジ
ル
ち
び
っ
こ
使
節
団
８
名
が
今
年
も

来
日
し
、
坂
下
東
小
の
児
童
や
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
回
は
、
坂
下
東
小
と
ブ
ラ
ジ

ル
の
ホ
ベ
ル
ト
・
ノ
リ
オ
校
が
正
式
に

姉
妹
校
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
坂

下
東
小
に
お
い
て
鈴
木
茂
雄
校
長
と
山

内
和
子
校
長
が
そ
れ
ぞ
れ
に
署
名
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
15
日
に
町
役
場
を
訪
れ
た
ち

び
っ
こ
使
節
団
は
、
町
長
か
ら
起
き
上

が
り
小
法
師
や
縁
起
物
の
風
車
を
お
土

産
に
も
ら
う
と
、
そ
れ
ら
の
意
味
や
由

来
を
積
極
的
に
質
問
し
、
日
本
の
文
化

に
興
味
津
々
で
、
充
実
し
た
10
日
間
を

過
ご
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

坂下東幼稚園　餅つき会
　
1
月
15
日
、
坂
下
東
幼
稚
園
で
餅
つ

き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
方
と
先
生
の
餅
つ
き
を
手

本
に
、
園
児
は
二
人
一
組
で
重
い
杵
を

持
ち
、
息
を
合
わ
せ
て
「
よ
い
し
ょ
！

よ
い
し
ょ
！
」
と
餅
を
つ
く
と
、
周
囲

の
お
友
達
か
ら
も
声
援
が
飛
び
ま
し
た
。

　
餅
つ
き
が
終
わ
っ
た
後
は
、
み
ん
な

で
お
遊
戯
室
に
集
ま
り
、
き
な
こ
餅
と

つ
ゆ
餅
を
食
べ
る
と
、「
も
ち
も
ち
し

て
い
て
お
い
し
い
！
」
と
い
っ
た
声
が

上
が
り
、
餅
つ
き
会
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

ばんげのいいとこ、みぃつけた!!　 � Vol.2　割烹料亭　三澤屋

老舗割烹料亭の地産地消ランチが絶品

●情報お寄せください！●
あなたの知りたいお店やみんなに知ってほしいお店を教えて

ください。広報紙面に掲載します。自薦他薦は問いません。

産業課　商工観光班 ☎ 83-5711　 FAX 83-5713

� E-mail : nigiwai@town.aizubange.fukushima.jp

割烹料亭　三澤屋
営業時間：午前11時～午後10時
●大小宴会　　●ランチ営業　（要予約）
●駐車場完備　●送迎可　
会津坂下町字市中四番甲3785　☎83-3207

　割烹料亭三澤屋は創業１４５年。始まりは小さな食堂からで、

３代目で現在の場所へ移転した時に割烹料理店となりました。宴

会や法要などでは誰もが一度は利用したことがあると思いますが、

最近では東京の一流レストランで調理師を務めた５代目板長が腕

を振るうランチも人気です。「会津坂下産地鶏のわっぱ飯」、会津

坂下産アスパラの天ぷらや会津中央乳業の牛乳を使用しためずら

しい峰岡豆腐が食べられる「籠膳」は彩り豊かです。「ばんげの

おいしいものを旅行者の方にも食べてもらって、知ってほしいの。」

と、ランチを始めたきっかけを女将さんは教えてくれました。会津坂下町で生産したものを数多く取り入れ、

品質にも一切妥協しません。もちろんランチでも会津郷土料理のこづゆ、町の名物馬刺しや十割そばもオーダー

することができます。ランチを始めた直後に東日本大震災が起こり風評被害により一時はランチ休止を余儀な

くされました。「でも、おかげで会津坂下町には素晴らしい生産者とおいしいものが沢山あると改めて感じました。

地元の方にも気軽にウチへ来て味わってほしいんです。」と女将さん。確かな腕で会津坂下町の名物と割烹を

守り続けています。

目に美しい「籠膳」・・1,300円。オーダーにより
こづゆも付けることができる（応相談）。　
女子会などに気軽に利用してほしいとのこと。

TOWN TOPICS
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募　

集

子
育
て
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

　
平
成
28
年
度
中
に
子
育
て
ふ
れ
あ

い
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
金
上
小
学
校
）

が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
町
で

は
、
５
月
か
ら
勤
務
し
て
い
た
だ
く

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
職
務
内
容
お
よ
び
募
集
予
定
人
員

〇�

親
子
向
け
の
事
業
の
企
画
・
運
営

お
よ
び
施
設
管
理
な
ど
　
２
名

▼
応
募
要
件

①
②
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方

①�

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
な
ど

の
資
格
を
有
す
る
方

②
子
育
て
支
援
に
熱
意
を
有
す
る
方

▼
勤
務
条
件

〇
雇
用
期
間
　
５
月
２
日
（
月
）

　
～
平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）

〇
勤
務
を
要
し
な
い
日

　
水･

土
（
ま
た
は
水･

日
）・
祝
日

〇
有
給
休
暇
　
年
間
10
日
間

〇
社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入

▼
提
出
書
類

〇
履
歴
書

〇�

資
格
を
有
す
る
方
は
、
免
許
の
写

し
ま
た
は
取
得
見
込
み
を
証
明
す

る
書
類

▼
申
込
期
限

　
２
月
26
日
（
金
）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
課
　
子
ど
も
支
援
班

　
☎
84
―

３
７
１
２

健
康
・
子
育
て

２
月
10
日(

水)

は
児
童
手
当
の

支
給
日
で
す

　
今
回
支
給
さ
れ
る
の
は
、
平
成
27

年
10
月
～
平
成
28
年
１
月
分
の
児
童

手
当
で
す
。
個
別
に
振
込
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
通
帳
記
帳
に
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
課
　
子
ど
も
支
援
班

　
☎
84
―

３
７
１
２

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
実
施
日
　
2
月
17
日
（
水
）

▼
場
所
・
時
間

○
Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
　
本
店

　
午
前
10
時
～
正
午

○
㈱
マ
タ
イ
東
北
　
福
島
工
場

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

○
坂
下
電
子
光
学
㈱
　
第
二
工
場

　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

▼
対
象
者

①
16
～
69
歳
の
方

※�

65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重
　
　
男
性
45
㎏
以
上
の
方

�

女
性
40
㎏
以
上
の
方
　

③�

過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
☎
83
―

１
０
０
０

福島県の最低賃金が改定されました

　常用・臨時・パート・アルバイトなどの名称にかかわらず、福島県内の事業所で働くすべての労働者に適

用されます。

（注）実際に支払われる賃金から次の賃金を除外したものが最低賃金の対象となります。

①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）

②１ヶ月を超える期間ごとに支払われている賃金（賞与など）

③時間外・休日・深夜労働に対して支払われる賃金（割増賃金など）

④精皆勤手当、通勤手当および家族手当

（注）産業別最低賃金の一部に適用除外業種や業務があります。

【問い合わせ先】　福島労働局賃金室　☎０２４－５３６－４６０４

最低賃金件名
最低賃金（円）

効力発生年月日
１時間

福島県最低賃金
（下記の５産業を除く全産業）

705円 平成27年10月3日

福

島

県

産

業

別

最

低

賃

金

非鉄金属製造業 816円 平成27年12月19日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

767円 平成27年12月20日

自動車小売業 800円 平成27年12月18日

輸送用機械器具製造業 803円 平成27年12月27日

計量器・測定器・分析機器・試験機・計量機械器
具・理化学機械器具、時計・同部品、眼鏡製造業

801円 平成27年12月18日

平
成
28
年
度

地
域
づ
く
り
応
援
事
業
募
集

　「
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協

議
会
」
で
は
、
地
域
づ
く
り
・
人
づ

く
り
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
積
極
的

に
実
践
す
る
団
体
を
支
援
す
る
た
め
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
２
月
８
日（
月
）～
３
月
11
日（
金
）

▼
補
助
金
額

　
最
大
50
万
円
（
補
助
対
象
経
費
の

３
分
の
２
以
内
）

▼
対
象
事
業

①
広
域
的
な
波
及
効
果
が
あ
る

②
地
域
の
特
色
・
特
徴
が
出
て
い
る

③
地
域
間
交
流
に
つ
な
が
る 

な
ど

▼
申
請
書
の
入
手
方
法

①�

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
:/
/

w
w
w
.a
izu

-fu
ru

sa
to
.co

m
)

②�

政
策
企
画
班
ま
た
は
、
あ
い
づ
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
事
務
局

で
受
け
取
り

▼
申
請
窓
口

　
政
策
財
務
課
　
政
策
企
画
班

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
財
務
課
　
政
策
企
画
班

　
☎
84
―

１
５
０
４

　
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議

　
会
事
務
局

　
会
津
若
松
市
中
央
三
丁
目
10
―

12

　
☎
24
―

６
３
１
２
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入学祝い･卒業祝い
運動会やスポーツ大会への

飲食物の差し入れ
お中元･お歳暮

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝い･香典

町会の集会や旅行等の
催し物への寸志や
飲食物の差し入れ

病気見舞い
お祭りへの

寄附や差し入れ
落成式･開店祝い

の花輪
葬式の花輪､供花

暮
ら
し

「
県
民
健
康
調
査
」甲
状
腺
検
査

　
福
島
県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、

県
民
健
康
調
査
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
を
長
期
に
わ
た
り

見
守
る
た
め
、
甲
状
腺
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

　
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
検
査
日
時
　
３
月
１
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
12
時
30
分
、

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
検
査
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
受
診
方
法

　
検
査
対
象
の
方
に
は
、
県
立
医
科

大
学
よ
り
「
甲
状
腺
検
査
の
お
知
ら

せ
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
同
封
さ
れ
て
い
る

「
検
査
同
意
書
兼
問
診
票
」
を
県
立

医
科
大
学
ま
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線
医
学

　
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
４
―

５
４
９
―

５
１
３
０

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

土
日
・

　
祝
日
を
除
く
）

国
保
税･

介
護
保
険
料･

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
納
入
延
長
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
今
月
は
平
成
27
年
度
国
保
税
・
介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
最
終
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
税
お
よ
び
保
険
料
の
納
入

の
た
め
の
延
長
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
中
、
役
場
や
金
融
機
関
に
行
く
こ

と
が
難
し
い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

健
康
・
子
育
て

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
福
島
労
働
局
で
は
、
労
働
者
個
人

と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で
民
事
上

の
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
紛
争
解
決

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の

方
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
心
配
な
方
、

人
事
・
労
務
な
ど
で
疑
問
を
お
持
ち

の
方
な
ど
は
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
会
津
若
松
市
城
前
２
―

10

　
会
津
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
☎
26
―

６
４
９
４

○�

セ
ク
ハ
ラ
、
妊
娠
な
ど
の
不
利
益

取
り
扱
い
、
育
児
・
介
護
休
業
法

な
ど
の
相
談
窓
口

　
福
島
市
霞
町
１
―

46

　
福
島
合
同
庁
舎
４
階

　
福
島
労
働
局
　
雇
用
均
等
室

　
☎
０
２
４
―

５
３
６
―

４
６
０
９

※�

雇
用
均
等
室
に
は
女
性
相
談
員
が

い
ま
す
。

さ
い
。

　
ま
た
、
他
の
日
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
２
月
25
日
（
木
）

�

午
後
５
時
15
分
～
７
時
15
分

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
保
険
年
金
班

（
④
ま
た
は
⑤
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
０
１

　
☎
84
―

１
５
１
３

政治家への寄附は禁止！有権者が求めることも禁止されています

【問い合わせ先】　会津坂下町選挙管理委員会・明るい選挙推進協議会　☎　８４－１５０３

就
学
援
助
制
度

　
就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
お
よ
び
生

徒
を
援
助
す
る
制
度
で
、
子
ど
も
達

が
安
心
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
学
校

で
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。

▼
対
象

　
町
内
の
小
中
学
校
ま
た
は
会
津
学

鳳
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
（
非
課
税
世
帯
な
ど
が
対
象
）

▼
内
容

　
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
学
校

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部

を
援
助

▼
そ
の
他

　
収
入
の
状
況
や
各
種
援
助
事
業
の

受
給
状
況
な
ど
を
審
査
し
、
要
件
を

満
た
す
世
帯
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
書
は
教
育
委
員
会
（
役
場
南

分
庁
舎
）
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　
３
月
４
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
　
教
育
総
務
班

　（
役
場
南
分
庁
舎
）

　
☎
84
―

３
７
１
１
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催
し
・
講
座

軽
自
動
車
税
が
変
わ
り
ま
す

自
動
車
・
軽
自
動
車
の
登
録
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い

る
名
義
上
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
（
割
賦
購
入
の
場
合
は
使
用
者
に

課
税
）。
例
年
「
持
っ
て
い
な
い
車

の
納
税
通
知
書
が
き
た
」「
納
税
通

知
書
が
来
な
い
」
な
ど
多
く
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
納
税
通

知
書
が
間
違
い
な
く
届
く
よ
う
に
、

左
記
の
よ
う
な
場
合
は
３
月
31
日
ま

で
に
移
転
・
変
更
・
ま
っ
消
登
録
の

手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

○
住
所
が
変
わ
っ
た

○
人
に
譲
っ
た
　

○
廃
車
し
た
　
な
ど

ペ
ッ
ト(

犬･

猫
な
ど
の
愛
玩
動

物)

の
死
体
処
理
の
取
り
扱
い

　
平
成
26
年
度
税
制
改
正
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
平
成
28
年
度
か
ら
軽
自

動
車
税
の
税
率
が
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。

暮
ら
し

ふ
く
し
ま
大
卒
等
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス

　
福
島
県
内
に
就
業
場
所
が
あ
り
、

参
加
対
象
学
生
を
正
社
員
と
し
て
採

用
す
る
計
画
の
あ
る
事
業
所
が
一
堂

に
会
し
た
合
同
企
業
説
明
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
東
京
会
場

○
日
時
　
３
月
３
日
（
木
）

・
第
一
部
　

　
午
前
10
時
～
12
時
10
分

　�

若
手
社
員
に
よ
る
「
こ
こ
だ
け
の

話
」
本
音
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
要
予
約
）

・
第
二
部
　

　
午
後
１
時
～
５
時

　
合
同
企
業
説
明
会
（
参
加
自
由
）

○
場
所

　
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

　
台
東
館
（
東
京
都
台
東
区
花
川
戸

　
２
―

６
―

５
）

▼
郡
山
会
場

○
日
時
　
３
月
８
日
（
火
）

・
第
一
部
　

　
午
前
10
時
～
12
時
10
分

　�

平
成
27
年
度
「
若
者
応
援
宣
言
企

町
税
な
ど
の
口
座
振
替
依
頼
締

切
日

　
町
税
な
ど
を
口
座
振
替
で
納
め
る

に
は
金
融
機
関
で
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
第
１
期

分
か
ら
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
締
切

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
各
金
融
機
関
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

▼
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

　
東
邦
銀
行
・
大
東
銀
行
・
会
津
信

用
金
庫
・
会
津
商
工
信
用
組
合
・
Ｊ

Ａ
会
津
み
ど
り
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
各

店
舗
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

※�

申
請
用
紙
は
町
内
各
金
融
機
関
窓

口
、
会
津
坂
下
町
役
場
税
務
管
理

班
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
税
目
別
口
座
振
替
依
頼
書
締
切
日

　
・
固
定
資
産
税
　
２
月
29
日
（
月
）

　
・
軽
自
動
車
税
　
３
月
31
日
（
木
）

　
・
町
県
民
税
　
　
４
月
28
日
（
木
）

※�

締
切
日
以
降
の
受
付
分
は
第
２
期

か
ら
の
振
替
（
一
括
納
付
の
場
合

は
次
年
度
）
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
税
務
管
理
班
（
⑥
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
０
２

▼
税
額
が
変
更
に
な
る
車
輌

①
原
動
機
付
自
転
車

　
・
50
㏄
以
下
バ
イ
ク

　
・
90
㏄
以
下
バ
イ
ク

　
・
125
㏄
以
下
バ
イ
ク

　
・
ミ
ニ
カ
ー
な
ど

②
軽
二
輪

　
・
250
㏄
以
下
バ
イ
ク

③
二
輪
の
小
型
自
動
車

　
・
250
㏄
以
上
の
バ
イ
ク

④
四
輪
自
動
車

　
・�

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
新

規
登
録
し
た
も
の

　
・�
新
規
登
録
か
ら
13
年
経
過
し
た

も
の

▼
注
意

　
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
車
な
ど
）

に
つ
い
て
は
農
業
の
振
興
を
図
る
た

め
当
町
で
は
税
額
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。　

　
ま
た
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

新
規
登
録
し
た
四
輪
車
に
つ
い
て
も

税
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
つ
い
て

　
排
出
ガ
ス
性
能
お
よ
び
燃
費
性
能

に
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
軽
自

動
車
（
四
輪
車
お
よ
び
三
輪
車
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に
限
り
税

額
を
軽
減
す
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
税
務
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
０
２

　
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
、
飼
い

犬
・
飼
い
猫
の
死
体
処
理
手
数
料
の

飼
い
主
の
一
部
負
担
金
制
度
（
飼
い

犬
2
１
０
０
円
・
飼
い
猫
１
２
５
０

円
）
が
な
く
な
り
、
死
体
処
理
手
数

料
が
全
額
飼
い
主
の
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。　

　
飼
い
主
の
方
は
、
電
話
帳
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
処
理
業
者
を
検
索
し

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
く
か
、
左
記

の
問
い
合
わ
せ
先
に
処
理
業
者
の
問

い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
戸
籍
環
境
班
　
環
境
係

　
☎
84
―

１
５
０
０

業
」
限
定
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

（
参
加
自
由
）

・
第
二
部
　

　
午
後
１
時
～
４
時

　
合
同
企
業
説
明
会
（
参
加
自
由
）

○
日
時
　
３
月
15
日
（
火
）

・
第
一
部
　

　
午
前
10
時
～
12
時
10
分

　�

若
手
社
員
に
よ
る
「
こ
こ
だ
け
の

話
」
本
音
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
要
予
約
）

・
第
二
部

　
午
後
１
時
～
５
時

　
合
同
企
業
説
明
会
（
参
加
自
由
）

○
場
所

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　（
福
島
県
郡
山
市
南
２
―

52
）

※�

郡
山
会
場
の
み
、
郡
山
駅
よ
り
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

▼
参
加
対
象

　
平
成
29
年
３
月
に
大
学
、
短
期
大

学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
学
生

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
ふ
く
し
ま
大
卒
等
就
職
ガ
イ
ダ
ン

　
ス
事
務
局

　
☎
０
２
４
―

９
５
６
―

１
０
２
８

　h
ttp

:/
/
w
w
w
.ca

reer-sh
ien

k
i

　k
o
u
.co

m

▼
自
動
車
税
の
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
29
―

５
２
６
１

▼
軽
自
動
車
税
の
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
税
務
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
０
２
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会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

催
し
・
講
座

注　

意

　
平
成
28
年

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　
か
く

れ
ん
ぼ
」

　
火
災
予
防
運
動
は
、
住
民
の
み
な

さ
ま
に
防
火
に
対
す
る
意
識
を
一
層

高
め
て
い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
尊
い
生
命

や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
地
域
、
職
場

を
火
災
か
ら
守
る
よ
う
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

○�

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く
は

逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
す
。

　
万
一
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

「
早
期
発
見
」「
す
ば
や
い
避
難
」
が

重
要
で
す
。
そ
の
手
助
け
と
な
る
の

が
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
早
め
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
23
年
６
月
か
ら
全
て
の
住
宅

に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○�

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
お
手
入
れ

を
し
て
い
ま
す
か
？

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①�

乾
電
池
タ
イ
プ
の
も
の
は
交
換
を

忘
れ
ず
に
！

②�

お
お
む
ね
10
年
を
め
ど
に
機
器
の

交
換
を
！

③
定
期
的
に
作
動
す
る
か
点
検
を
！

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
消
防
署

　
☎
83
―

４
１
０
０

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

そ
の
他

会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス
よ
り

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
臨
時
休
館
日

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
の
臨
時
休
館

日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
休
館
日

　
３
月
14
日
（
月
）
通
常
休
館

　
３
月
15
日
（
火
）
臨
時
休
館

春
日
八
郎
思
い
出
館
開
館
日

　
左
記
の
と
お
り
開
館
し
ま
す
。

▼
開
館
日

　
３
月
14
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
管
理
運
営

　
春
日
八
郎
思
い
出
館
管
理
運
営

　
㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
☎
83
―

１
３
４
４

な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
の
防
止

・�

昨
年
か
か
っ
て
き
た
電
話
の
内
容

は
？

「
電
話
を
ト
イ
レ
に
落
と
し
た
。
○

万
円
か
か
っ
た
。
風
邪
を
引
い
て
い

る
。
電
話
番
号
は
０
０
０
―

０
０
０

０
―

０
０
０
０
に
変
わ
っ
た
。」

「
携
帯
を
な
く
し
て
○
万
円
か
か
っ

た
。
明
日
電
話
す
る
。」

「
○
〇
（
実
名
）
だ
け
ど
。
風
邪
引

い
て
声
が
変
わ
っ
た
。
病
院
に
行
き

た
い
。
ト
イ
レ
に
携
帯
を
落
と
し
て

し
ま
い
、
携
帯
変
わ
っ
た
。
番
号
登

録
し
た
い
か
ら
電
話
を
掛
け
て
欲
し

い
。
０
０
０
―

０
０
０
０
―

０
０
０
０

に
変
わ
っ
た
。」

「
未
公
開
株
を
買
う
の
に
○
〇
銀
行

□
□
支
店
か
ら
１
４
０
万
円
を
借
り
、

返
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
弁
護
士

の
ハ
セ
ガ
ワ
に
い
ろ
い
ろ
頼
ん
で
い

る
。
秘
書
の
ヨ
コ
タ
が
取
り
に
行
く
。

銀
行
へ
の
支
払
い
で
、
と
り
あ
え
ず

50
万
円
支
払
っ
て
欲
し
い
。」

な
ど
と
話
す
も
の
で
す
。
す
ぐ
に
家

族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
犯
人
は
、
言
葉
巧
み
に
騙
そ
う
と

し
ま
す
。
詐
欺
を
防
止
す
る
に
は
、

電
話
に
出
な
い
対
策
が
一
番
で
す
。

・�

不
審
な
電
話
に
出
な
い
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
！

○�

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
用

し
て
、
知
ら
な
い
電
話
番
号
に
は

出
な
い
。

○�

留
守
番
電
話
機
能
を
活
用
し
、
電

話
の
相
手
を
確
認
し
て
か
ら
電
話

に
出
る
。

○�

な
り
す
ま
し
詐
欺
電
話
撃
退
装
置

を
使
用
す
る
。

　
な
り
す
ま
し
詐
欺
電
話
撃
退
装
置

の
貸
出
事
業
に
つ
い
て
、
ご
希
望
の

方
は
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況  (平成27年中)

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい

空き巣ねらい 1 車 上 ね ら い 7 7

忍 び 込 み 3 2 ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い 2 2

出 店 荒 し 2 1 強制わいせつ

自 動 車 盗 1 街頭犯罪合計 24 20

オートバイ盗 その他刑法犯等 89 74

自 転 車 盗 8 8 全 刑 法 犯 113 94

ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
講
習
会
開
催

　
ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
提
供
会
員
と
し
て

援
助
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知

識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会
を
、

３
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
講
習
を
受
け
る
に
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
い
日
程
・

内
容
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

○�

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に

○�

障
が
い
の
あ
る
子
の
預
か
り
に
つ

い
て

○�

心
の
発
達
と
保
育
者
の
か
か
わ
り

○
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
　
他

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

０
７
０
８
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注
　
意

○申し込みは原則、 土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○ 「申込」 の記載があるものは事前に申し込みが必要

すこやかキッズ

２月18日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分 場　健康管理センター

問　☎ 83―1000

対　２歳～幼稚園入園前の子どもと保護者

持　オムツ・飲み物

内　「おひな様を作ろう」他

３月10日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　０～２歳の子どもと保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物

内　ふれあい遊び・ベビーマッサージ他

大好評！
「おふくろクッキング」
を開催します②

２月19日(金)

午前９時30分～　

　　　午後１時

場 申 問

　　健康管理センター

　　☎ 83―1000

期　２月８日まで、託児

　　の有無とあわせてお

　　申し込みください。

対　40代まで（男性大歓迎）

内　会津の家庭料理（五目おこわ、すまし汁、

　　さめの煮魚、紅白なます、フルーツのヨー

　　グルトかけ）

費　300円

持　エプロン、三角巾、手を拭くタオル

坂下南幼稚園
見学会

（幼稚園開放日）

２月20日(土)

午後１時～５時

場　坂下南幼稚園

問　☎ 83―2410

対　町民

持　上履き

内　坂下南幼稚園新園舎の内覧

農地相談会
２月24日(水)

午後２時～４時

場　役場三階中会議室

問　農業委員会

　　☎ 84―1534

内　各地区担当の農業委員がお待ちしていま

　　す。農地の売買、貸借、転用などご相談

　　ください。

人権・行政合同

相談会

３月１日(火)

午前10時　　　　

　　　～午後３時

　　　　

場　町民体育舘

問　生活課　戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　坂下コミュニティセンタ－

　　☎ 83―0522

内　暴力をふるわれたなど、人権に関するこ

　　とや役所などへの苦情や問題などの相談

　　に応じます。

司法書士・

土地家屋調査士に

よる法律相談会

３月３日(木)

午前９時30分　　

　　　　　～正午

場　町民体育舘

問　生活課　戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　坂下コミュニティセンタ－

　　☎ 83―0522

内　財産、土地家屋問題などに関する困りご

　　との相談に応じます。

会津坂下町
スポーツ民踊協会
踊り納め

3月6日(日)

開場　午前9時30分

開演　午前10時　

場　中央公民館大研修室

問　教育課　社会文化班

　　☎ 83―3010

内　日頃練習している踊りを披露いたします。

　　みなさまぜひご来場ください。

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝期日　費＝参加費　対＝対象者　申＝申込　持＝持参品

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･ 問い合わせ先
備　　　　　　考

㈱あいづダストセンター
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談ください
□本 社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神 461 TEL 0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯 4330-23 TEL 0241-42-2890


